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地域をむすぶ
心と心が
地域をむすぶ
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今月の表紙 大人気の「太閤干しもち」
寒餅づくり最盛期

（ＪＡいみず野黒河倉庫にて）



３　いみず野だより

   

次
に
、い
み
ず

野
農
業
協
同
組

合
の
北
林
勝
実

営
農
指
導
課
長

よ
り
、
平
成
27

年
産
備
蓄
米
に

つ
い
て
は
、
平

成
26
年
産
備

蓄
米
同
様
に
主

食
用
米
の
数
量

に
基
づ
き
算
定

し
配
分
す
る
こ

と
、
平
成
27
年
産
飼
料
用
米
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
多
収
性
品
種
の
種
子
の
確
保
が
難
し
い
こ
と

や
、
主
食
用
米
へ
異
品
種
混
入
等
の
懸
念
、
販
売

先
の
確
保
・
対
応
等
が
困
難
な
た
め
取
扱
わ
な
い

方
針
で
あ
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
後
、
平
成
27
年
度
の
営
農
計
画
策
定

と
需
給
調
整
の
確
実
な
実
施
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

   

平
成
26
年
12
月

26
日（
金
）午
前

11
時
よ
り
、
射

水
市
役
所
新
湊

庁
舎
に
お
い
て

射
水
市
農
業
再

生
協
議
会
臨
時

総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

水
元
睦
雄
協

議
会
長
が
所
用

で
欠
席
の
た

め
、
石
黒
勝
三

郎
協
議
会
副
会

長
の
挨
拶
で
開

会
、
以
下
の
３

議
案
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し

た
。

第
１
号
議
案
「
会
員
の
変
更
に
つ
い
て
」

第
２
号
議
案
「
平
成
27
年
産
米
生
産
数
量
目
標
及
び
作
付

　
　
　
　
　
　

面
積
配
分
の
考
え
方
に
つ
い
て
」

第
３
号
議
案
「
平
成
26
年
度
予
算
の
変
更
に
つ
い
て
」

　

第
２
号
議
案
で
は
、
全
国
の
生
産
数
量
目
標
が
７
５
１
万

ｔ
（
26
年
産
米
に
対
し
１
・
８
％
減
少
）
に
削
減
さ
れ
た
が
、

富
山
県
に
示
さ
れ
た
生
産
数
量
目
標
は
、
過
去
６
年
間
の
需

要
実
績
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
た
結
果
、
１
８
５
，
６
５
０

ｔ
（
同
３
・
５
％
減
少
）
と
削
減
率
が
全
国
平
均
よ
り
高
く

な
っ
た
こ
と
、
県
留
保
分
１
２
５
ｔ
を
控
除
し
た
１
８
５
，

５
２
５
ｔ
を
全
市
町
村
一
律
的
に
按
分
さ
れ
、
射
水
市
か

ら
当
協
議
会
に
対
し
「
平
成
２
７
年
産
米
の
生
産
数
量
目

標
」
と
し
て
１
２
，０
５
６
．７
２
４
ｔ
（
同
４
３
４
・
８
ｔ

減
少
）、｢

面
積
換
算
値｣

２
，

１
４
８
ｈ
ａ
（
同
85
ｈ
ａ
減

少
）、
配
分
基
準
単
収
と
し

て
５
６
２
㎏
（
同
2
㎏
増
加
）

と
な
っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て

担
当
者
か
ら
詳
細
に
説
明
が

あ
り
、
平
成
27
年
産
米
の
配

分
方
法
に
つ
い
て
は
従
来
か

ら
の
手
法
に
よ
り
集
落
等
に

一
律
配
分
す
る
こ
と
に
つ
い

て
審
議
頂
き
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て

経
営
所
得
安
定
対
策
交
付
金

等
の
支
払
い
状
況
、
生
産
調

整
実
施
計
画
書
作
成
に
伴
う

説
明
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
産
備
蓄
米
の
取

組
み
予
定
数
量
は
現
時
点
で

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
配
分

方
法
に
つ
い
て
は
昨
年
ま
で

と
同
様
の
考
え
方
で
進
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

飼
料
用
米
に
つ
い
て
は
、

県
下
の
取
組
み
状
況
や
栽
培

管
理
上
や
流
通
上
の
問
題
点

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
平

成
27
年
度
も
取
組
ま
な
い
方

向
で
検
討
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
も
需
給
調
整
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
の
確

認
後
、舟
木
康
眞
協
議
会
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度

 

生
産
調
整
実
施
計
画
書
説
明
会
開
催

射
水
市
農
業
再
生
協
議
会 

臨
時
総
会 

開
催

いみず野だより　２

《参　考》
平成 26 年産米 平成 27 年産米 増　減

全　　　国 生産数量目標 765 万ｔ 751 万ｔ △ 14 万ｔ

富　山　県
生産数量目標 192,340ｔ 185,650ｔ △ 6,690ｔ
面 積 換 算 値 35,820ha 34,570ha △ 1,250ha

射　水　市
生産数量目標 12,491.487ｔ 12,056.724ｔ △ 434.8ｔ
面 積 換 算 値 2,233ha 2,148ha △ 85ha
配分基準単収 560㎏ 562㎏ ＋ 2㎏

　

温
室
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
た
イ
チ
ゴ
の
収
穫
・
出
荷
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

冬
場
の
日
照
時
間
が
少
な
い
と
い
う
気
象
条
件
を
逆
手
に
取

り
、日
数
を
か
け
て
十
分
に
成
熟
さ
せ
た
イ
チ
ゴ
は
糖
度
が
高
く
、

直
売
所
等
で
は
割
高
な
が
ら
近
年
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
新
湊
育
苗
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
ハ
ウ
ス
４
棟
で

は
、「
紅
ほ
っ
ぺ
」と
い
う
品
種
の
イ
チ
ゴ
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
は
、
粒
が
大
き
く
、
濃
い
紅
色
を
し
て
お
り
、

果
肉
も
赤
く
な
る
の
が
特
徴
で
す
。
甘
み
も
と
て
も
強
く
、
ま
た

そ
の
甘
味
の
中
に
ほ
ど
よ
い
酸
味
の
調
和
し
た
イ
チ
ゴ
で
す
。

　

作
業
効
率
を
上
げ
、
質
・
形
の
よ
い
イ
チ
ゴ
を
収
穫
す
る
た
め

に
、
花
が
咲
く
と
ハ
ウ
ス
内
に
ミ
ツ
バ
チ
を
放
ち
受
粉
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

収
穫
は
毎
年
12
月
下
旬
か
ら
始
ま
っ
て
６
月
上
旬
ま
で
続
き
、

計
１
万
パ
ッ
ク
の
出
荷
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
で
は
、
毎
朝
収
穫
し
た
ば
か
り
の
イ
チ
ゴ
を
農

産
物
直
売
所
「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
太
閤
山
店
・

新
湊
店
に
出
荷
し
店
頭

に
並
べ
て
い
ま
す
。ま
た
、

射
水
市
内
の
洋
菓
子
店
な

ど
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
学
校
給
食
へ
の
納

入
も
希
望
し
て
お
り
、
地

域
の
方
々
と
連
携
し
て
地

産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
も
地
元
射
水
で
生

産
さ
れ
た
イ
チ
ゴ
を
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

射
水
産
イ
チ
ゴ
新
た
な
特
産
へ

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
時
下
益
々
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
組
合
員
資
格

に
変
動
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
定
款
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
書
面
に
て
当
組
合

宛
に
そ
の
旨
ご
連
絡
い
た
だ
く
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
資
格
の
変
動

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
お
手
数
で
す
が
当

組
合
の
最
寄
り
の
支
店
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

　

組
合
員
資
格
の
変
動
は
、
組
合
員
資
格

を
喪
失
し
た
場
合
や
、
正
組
合
員
か
ら
准

組
合
員
に
、
ま
た
は
、
准
組
合
員
か
ら
正

組
合
員
に
資
格
が
変
動
し
た
場
合
が
該
当

し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 組

合
員
資
格
の

確
認
の
お
願
い

お
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の
支
店
ま
で

　

平
成
27
年
１
月
29
日（
木
）午
後
６
時
30
分
よ
り
、

射
水
市
大
島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
平
成
27
年
度
生
産
調
整
実
施
計
画
書
説
明
会
」

が
、
各
需
給
調
整
実
施
エ
リ
ア
代
表
者
、
関
係
機

関
等
、
約
１
４
０
名
を
招
集
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
元
睦
雄
協
議
会
長
の
挨
拶
後
、
説
明
会
に
入

り
生
産
調
整
実
施
計
画
書
の
作
成
に
伴
う
説
明
が

さ
れ
ま
し
た
。



1
ヶ
月
半
吊
る
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
乾
燥
を
終
え

た
寒
餅
は
3
月
下
旬
か
ら
、
太
閤
山
の
地
名
に
ち
な

ん
で
「
太
閤
干
し
も
ち
」
と
名
付
け
て
順
次
出
荷
さ

れ
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
農
作
物
直
売
所
菜
っ
ち
ゃ
ん
太

閤
山
店
や
新
湊
店
、
射
水
市
の
ス
ー
パ
ー
等
で
販
売

し
ま
す
。

　

漬
物
は
、
白
菜
、
大
根
な
ど
メ
ン
バ
ー
の
畑
か
ら

収
穫
さ
れ
た
新
鮮
で
安
全
・
安
心
な
野
菜
ば
か
り
で
、

漬
け
上
が
り
次
第
順
次
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

寒
餅
加
工
部
の
方
は
「
昔
は
ど
こ
の
農
家
で
も
寒

餅
吊
し
と
っ
て
、
よ
く
お
腹
が
す
い
て
は
棒
で
突
い

て
落
し
て
食
べ
た
」
と
話
し
、
今
年
は
地
元
の
黒
河

･
池
多
地
区
で
育
っ
た
紫
イ
モ
を
使
用
し
た
も
の
を

新
し
く
作
っ
て
み
た
の
で
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
欲
し
い
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

●
太
閤
干
し
も
ち
価
格
●

　

・
30
枚
入
り　

１
、２
０
０
円　（
税
込
）

　

・
15
枚
入
り　
　
　

６
０
０
円　（
税
込
）

　

・
10
枚
入
り　
　
　

４
０
０
円　（
税
込
）

　

●
注
文
・
お
問
い
合
わ
せ
は
●

　

○
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野 

菜
っ
ち
ゃ
ん
太
閤
山
店

　
　

☎
０
７
６
６

－

５
２

－

３
２
７
２

　

○
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野 

菜
っ
ち
ゃ
ん
新
湊
店

　
　

☎
０
７
６
６

－

８
４

－

８
８
１
８

　

○
に
こ
に
こ
母
ち
ゃ
ん
寒
餅
加
工
部  

責
任
者  

西
野
澄
子
さ
ん

　
　

☎
０
７
６
６

－

５
６

－

２
５
６
２

成
」
と
い

い
、
半
年

ほ
ど
冷
暗

所
で
貯
蔵

し
て
熟
成

さ
せ
る
こ

と
に
よ
り

普
段
店
頭

で
並
ん
で

い
る
よ
う
な
味
噌
に
仕
上
が
り
ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
で
は
「
半
熟
成
」
と
「
熟

成
」
の
２
種
類
の
味
噌
を
出
荷
し
て
い
ま

す
。
半
熟
成
は
購
入
者
が
各
家
庭
で
寝
か

せ
、
梅
雨
明
け
頃
か
ら
食
べ
ら
れ
ま
す
。

熟
成
は
加
工
所
で
貯
蔵
し
た
も
の
を
お
盆

頃
か
ら
販
売
し
ま
す
。

　

価
格
は
半
熟
成
が
10
㎏
あ
た
り
４
千
円

（
販
売
単
位
10
㎏
、
予
約
販
売
の
み
）、
熟

成
が
１
㎏
あ
た
り
４
５
０
円
で
、
当
農
協

農
産
物
直
売
所
「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
太
閤
山

店
・
新
湊
店
及
び
当
農
協
各
支
店
等
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

伝
え
て
お
き
た
い
「
本
物
の
味
」、
忘

れ
た
く
な
い
「
ふ
る
さ
と
の
味
」
手
作
り

味
噌
を
ど
う
ぞ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

５　いみず野だより いみず野だより　４

「
大
寒
フ
ェ
ア
」
開
催

昔
な
が
ら
の
味

　

１
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）の
２
日
間
、　

農
産
物
直
売
所「
菜
っ

ち
ゃ
ん
」
太
閤
山
店
・
新
湊
店
に
て
、「
大
寒
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
１
月
20
日
の
「
大
寒
」
に
あ
わ
せ
て
、
野
菜
の
出
荷
量

が
少
な
く
な
る
冬
季
間
に
、
お
い
し
い
地
元
の
野
菜
を
消
費
者
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
山
県
は
県
産
冬
野
菜
の
生
産
振
興
や
販
路
拡
大
を
目
的
に「
と

や
ま
の
カ
ン
（
寒
）・
カ
ン
（
甘
）
野
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

積
雪
の
多
い
冬
場
は
、
野
菜
生
産
量
が
少
な
く
な
る
た
め
、
農

家
は
自
家
消
費
用
と
し
て
積
雪
を
利
用
し
て
野
菜
を
保
存
し
た
り
、

低
温
化
で
ゆ
っ
く
り
育
て
る
な
ど
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

雪
下
で
栽
培
又
は
貯
蔵
さ
れ
た
野
菜
は
、
通
常
の
栽
培
方
法
に

比
べ
甘
く
て
美
味
し
く
な
る
と
言
わ
れ
、「
雪
中
野
菜
」
や
「
雪
下

野
菜
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

店
内
に
は
、
地
元
産
の
ダ

イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
イ
チ
ゴ
の
他
、
生
育

途
中
に
寒
気
に
さ
ら
す
と
甘

み
が
増
す
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の

特
徴
を
生
か
し
た
「
寒
締
め

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
な
ど
が
並

ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ア
で
は
、
地
元
の

冬
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
熱
々
の
野
菜
ス
ー
プ
が
振

る
舞
わ
れ
、
大
変
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

手作り味噌づくり
　最　盛　期　

ＪＡいみず野女性部味噌加工グループによる
　

小
杉
地
区

の
「
に
こ
に
こ

母
ち
ゃ
ん
寒

餅
加
工
部
」
の

寒
餅
作
り
が

最
盛
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

小
杉
地
区
農

家
の
女
性
で

つ
く
る
「
小
杉

農
村
女
性
グ

ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
」
は

「
に
こ
に
こ
母

ち
ゃ
ん
市
」
と

銘
打
ち
、
平

成
8
年
か
ら

農
閑
期
を
活
用
し
て
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
た
加
工

品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
黒
河
倉
庫
を
拠
点
に
加
工
部
の
活

動
は
毎
年
年
末
の
漬
物
作
り
か
ら
始
ま
り
、
年
が
明

け
た
頃
か
ら
3
月
中
旬
ま
で
寒
餅
作
り
が
な
さ
れ
、

4
月
か
ら
は
黒
河
地
区
特
産
の
タ
ケ
ノ
コ
の
加
工
品

作
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
加
工
品
作
り
に
は
メ
ン
バ
ー

の
50
代
か
ら
80
代
の
女
性 

約
21
人
が
集
ま
り
、
世

間
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
作
業

し
、
ふ
れ
あ
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寒
餅
作
り
は
今
年
で
4
年
目
で
、
昆
布
、
ミ
カ
ン
、

ヨ
モ
ギ
、
シ
ソ
な
ど
を
混
ぜ
て
つ
い
た
色
鮮
や
か
な

餅
を
切
り
分
け
、
紬
（
つ
む
ぎ
）
で
し
ば
っ
て
約

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
女
性
部
味
噌
加
工
グ

ル
ー
プ
（
石
川
芳
子
代
表
）
に
よ
る
味
噌

づ
く
り
が
、
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

射
水
市
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
エ
ン
レ
イ

を
使
用
し
、
防
腐
剤
等
の
添
加
物
を
一
切

使
用
せ
ず
、
減
塩
で
仕
込
ま
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
、地
産
地
消
と
安
全
安
心
な
地
元

産
の
味
噌
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
か
ら
同
会
員
の
女
性
が
交
代

で
毎
日
約
１
８
０
㎏
の
味
噌
を
仕
込
ん
で

お
り
、
今
年
２
月
ま
で
約
８
ｔ
を
生
産
す

る
予
定
で
す
。

　

味
噌
づ
く
り
は
こ
う
じ
づ
く
り
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
蒸
し
た
米
に
こ
う
じ
菌
を
混

ぜ
合
わ
せ
て
こ
う
じ
を
作
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
蒸
し
た
大
豆
と
適
量
の
塩
、
水

を
加
え
て
ミ
ン
チ
状
に
し
て
容
器
に
詰
め

て
塩
を
ふ
り
ま
す
。

　

こ
の
仕
込
み
を
終
え
た
味
噌
は
「
半
熟

■
ご
注
文
・
お
問
い
合
わ
せ

　

最
寄
り
の
支
店
又
は

　
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
女
性
部
味
噌
加
工
グ
ル
ー
プ

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
９

－

２
３
８
８

  
「
太
閤
干
し
も
ち
作
り
」
最
盛
期
迎
え
る



●
「
第
61
回
Ｊ
Ａ
富
山
県
女
性
大
会
」・

「
第
59
回
Ｊ
Ａ
女
性
活
動
実
績
発

表
大
会
」
お
よ
び
「
第
60
回
富
山

県
家
の
光
大
会
」
に
参
加
し
て

　

11
月
22
日
（
土
）、
富
山
県
Ｊ
Ａ
会
館

に
お
い
て
「
第
61
回
Ｊ
Ａ
富
山
県
女
性

大
会
」・「
第
59
回
Ｊ
Ａ
女
性
活
動
実
績

発
表
大
会
」
お
よ
び
「
第
60
回
富
山
県

家
の
光
大
会
」
が
石
井
隆
一
富
山
県
知

事
を
始
め
、
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
優
良
Ｊ
Ａ
女
性
部
表
彰

と
し
て
、
先
輩
の
方
々
の
お
か
げ
さ
ま

で
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
女
性
部
小
杉
支
部
が

富
山
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

食
農
教
育
を
通
じ
て
農
業
の
魅
力
を

次
代
の
仲
間
に
繋
ぐ
努
力
の
功
績
が
実

を
結
び
、
す
ば
ら
し
い
表
彰
を
受
け
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
家
の
光
記
事
活
用
発
表

で
は
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
使
っ
て
、
丁

寧
に
説
明
し
て
頂
き
、
と
て
も
素
晴
ら

し
い
内
容
で
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
県
代
表
と
し
て
、
Ｊ

Ａ
女
性
部
活
動
体
験
発
表
は
「
Ｊ
Ａ
高

岡
女
性
部
二
塚
支
部
」、
家
の
光
記
事
活

用
体
験
発
表
は
「
Ｊ
Ａ
ア
ル
プ
ス
女
性

部
大
岩
支
部
」
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、グ
ル
メ
リ
ポ
ー
タ
ー

の
菊
田
あ
や
子
氏
よ
り
『
い
つ
ま
で
も

輝
き
を
失
わ
な
い
た
め
に
』
と
題
し
て
、

笑
い
の
中
に
、
人
間
と
し
て
の
大
切
な

心
の
持
ち
方
・
生
き
方
・
行
動
の
仕
方

な
ど
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
本
当
に
実
り
の
多
い
一
日

で
し
た
。
私
達
女
性
部
は
、
多
く
の
仲

間
を
増
や
し
、
こ
の
地
域
に
根
ざ
し
た

Ｊ
Ａ
女
性
部
な
ら
で
は
の
活
動
（「
ま

め
っ
粉
」
な
ど
）
を
通
し
て
、食
の
安
全
・

安
心
を
追
及
し
、
積
極
的
に
向
上
し
て

い
け
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
杉
支
部
）

いみず野だより　６７　いみず野だより

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
説
明
会
開
催

　

２
月
１
日
（
日
）、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野

新
湊
南
支
店
に
お
い
て
、
平
成
26
年
に

住
宅
ロ
ー
ン
を
ご
利
用
さ
れ
た
方
を
対

象
に
、「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
説

明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
約
１
０
０
名
の
対
象
者
が

お
集
ま
り
に
な
り
、
開
会
に
あ
た
っ
て

塚
本 

清
常
務
理
事
が
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
ご
利
用
に
対
し
謝
意
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
確
定
申
告
に
お
役
に
立
て
る
よ

う
に
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、竹
沢
英
二
融
資
課
長
よ
り
、

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
時
の
特
別
控
除
に

つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
Ｊ
Ａ
顧
問
税
理
士
の
川

西
久
男
先
生
へ
質
疑
応
答
の
時
間
が
あ

り
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
こ
の
説
明
会
は

住
宅
ロ
ー
ン
推
進
の
一
環
で
も
あ
り
、

お
客
様
か
ら
も
大
変
好
評
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
顧
問
税
理
士
に

よ
る
毎
月
２
回
の
「
税
務
相
談
日
」
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
確
定
申
告
ま
で
の
相
談
日

・
２
月
24
日
㈫

・
３
月
５
日
㈭

・
３
月
10
日
㈫

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
お
近
く
の
支
店
ま
た
は

【
ロ
ー
ン
相
談
に
つ
い
て
は
】

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野　

融
資
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
６
６
）
５
２
ー
０
９
７
４

【
税
務
相
談
に
つ
い
て
は
】

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野　

総
務
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
６
６
）
５
２
ー
０
０
２
３

今
後
の
行
事
予
定

２
月
４
日
㈬　

定
例
会

　
　

13
日
㈮　

手
芸
・
料
理
教
室　

閉
級
式

　
　

21
日
㈯　

食
と
農
を
考
え
る
集
い

ＪＡいみず野女性部「皇居勤労奉仕団」
団員募集のご案内

ＪＡいみず野女性部「皇居勤労奉仕団」
団員募集のご案内

ＪＡいみず野女性部「皇居勤労奉仕団」
団員募集のご案内

平成27年３月20日（金）

平成27年10月上旬から11月下旬実施予定日
（先着順とし、定員になり次第締切ります。）

募集人員 40名様
参加資格日　　程 ５泊６日（勤労奉仕は４日間となります。） １５歳以上７５歳以下の健康な方

第一次申込締切日

（奉仕希望日の６ヶ月前に宮内庁へ申請し実施日が確定致します。）

費用概算 138,000円女性部員の方

148,000円上記以外の方

※上記コースは予定です。変更になる場合もございます。実施確定日は宮内庁からの返事をいただいてからご案内いたします。

行　　　　　　　　　　　　程 食　事
１
日
㈰

　　　　　貸切バス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和天皇に一礼　　
射水地区＝【高速道】＝諏訪市内／昼食＝【高速道】＝武蔵野御陵／参拝＝＝都内（泊）
　7:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17:30 頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【宿泊先：ホテルニューオータニ（２名一室利用）】

朝：×
昼：○
夕：○

２
日
㈪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※６ヶ月前に団体入場申請します
ホテル＝皇居勤労奉仕（１日目）＝東京都内／夕食＝東京スカイツリー展望台／見学（予定）＝都内（泊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【宿泊先：ホテルニューオータニ（２名一室利用）】

朝：○
昼：弁
夕：○

３
日
㈫

ホテル＝皇居勤労奉仕（２日目）＝東京都内／夕食＝歌舞伎座／観劇（予定）＝都内（泊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【宿泊先：ホテルニューオータニ（２名一室利用）】

朝：○
昼：弁
夕：○

４
日
㈬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものまねタレントが出演
ホテル＝皇居勤労奉仕（３日目）＝東京都内／夕食＝そっくり館キサラ／観劇＝都内（泊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【宿泊先：ホテルニューオータニ（２名一室利用）】

朝：○
昼：弁
夕：○

５
日
㈭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界遺産富士山を眺めるお宿
ホテル＝皇居勤労奉仕（４日目）＝【高速道】＝山梨県：富士吉田鐘山温泉（泊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【宿泊先：鐘山温泉　ホテル鐘山苑（和室利用）】

朝：○
昼：弁
夕：○

６
日
㈮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨銘菓「信玄餅」の直売工場でお得にＧｅｔ！
旅館＝＝富士ビジターセンター／見学＝＝桔梗屋グリーンアウトレット 1/2 ／工場見学とお買物＝＝風林火山響きの里／昼食と見学＝
 8:30
＝＝＝＝【高速道】＝＝射水地区　※夕食お弁当をご準備します。
                  　　　　　　　　　19:00 頃

朝：○
昼：○
夕：○

予定日程表

　

県
森
林
研
究
所
（
立
山
町
）
と
上
田
産
業

（
株
）（
高
岡
市
）
は
、共
同
開
発
に
よ
り
「
野

生
型
エ
ノ
キ
タ
ケ
」
を
袋
の
中
で
手
軽
に
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
栽
培
法
を
開
発
し
ま
し

た
。
菌
床
を
透
明
な
栽
培
袋
に
入
れ
て
育
て

る
こ
と
で
、
特
別
な
培
養
施
設
や
キ
ノ
コ
の

栽
培
経
験
が
な
い
農
家
で
も
手
軽
に
栽
培
す

る
こ
と
が
で
き
、
農
閑
期
の
新
た
な
収
入
源

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
き
の
こ
研
究
会
で
は
、

こ
の
新
技
術
に
よ
る
「
野
生
型
エ
ノ
キ
タ
ケ
」
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎

日
収
穫
し
た
ば
か
り
の
エ
ノ
キ
タ
ケ
が
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
農
産
物
直
売
所
「
菜
っ

ち
ゃ
ん
」
太
閤
山
店
・
新
湊
店
に
出
荷
・
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
研
究
会
は
12
月
～
３
月
ま
で
毎
日
収
穫
し
、
合
計
１
５
０
㎏
を
出
荷
す
る
予

定
で
す
。

　
「
野
生
型
エ
ノ
キ
タ
ケ
」
は
、
市
販
の
エ
ノ

キ
タ
ケ
に
比
べ
、
風
味
や
歯
ご
た
え
、
香
り
に

優
れ
、
ぬ
め
り
に
富
み
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
含

有
量
が
多
く
、
野
生
の
エ
ノ
キ
タ
ケ
に
近
い
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　

料
理
素
材
と
し
て
は
、
ナ
メ
コ
の
よ
う
な
ぬ

め
り
と
風
味
を
活
か
し
て
鍋
・
汁
物
や
天
ぷ
ら
、

炊
き
込
み
ご
は
ん
な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
含
有
量
が
多
い
た
め
、
抗
酸
化

作
用
、
老
化
防
止
作
用
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　

新
技
術
で
手
軽
に
育
て
ら
れ
る
野
生
型
エ
ノ

キ
タ
ケ
に
今
後
特
産
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
皆

様
も
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

「
野
生
型
エ
ノ
キ
タ
ケ
」の

　
　
収
穫
・
出
荷
は
じ
ま
る



いみず野だより　８

●6か月以上10年以内 ●1000万円以内（所要金額の範囲内）

●担保 ： 無担保　●保証 ： 保証料が別途必要となります。（保証料率 年0.85％）
●運転免許証、健康保険証（写）　●所得証明書（給与所得の方は、源泉徴収票で可）
●自動車の注文書または見積書　●その他JAが必要とする書類

●自動車購入資金（新車・中古車・自動二輪）　●免許の取得費用
●車庫の建設費用（100万円以内）　●他行借換資金
●自動車購入時の諸費用（税金・自動車共済（保険）掛金、登録諸費用等）、車検・整備の費用 

●借入時18歳以上最終返済時71歳未満の方　●年収150万円以上の方
●当ＪＡが指定する保証機関の保証を受けられる方

JAマイカーローン 商品概要

お使いみち

お借入期間 お借入額
●元利均等返済（月払方式またはボーナス月増額返済併用方式）ご返済方法

担保 ・ 保証
ご用意

いただく書類

ご利用
いただける方

※ローン商品の詳しい内容については、店頭に説明書をご用意しております。
※店頭にて返済額の試算を承っております。
※審査の結果、ローン利用のご希望に添えない場合もございますので、ご了承ください。
※ご返済の滞りなどが発生した場合には、適用金利を中止し、店頭標準金利に引上げさせていただきます。
※マイカーローンをご利用中に、返済条件を変更する場合には、別途当ＪＡ所定の手数料が必要となります。

ご
注
意

❷

❶

❹

❺

❻

❸

金利軽減項目

当ＪＡで給与振込をご利用中
または今後ご利用していただける方・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 年0.4％

0.4％

0.4％

0.2％

0.2％

0.2％

当ＪＡでＪＡカード（クレジットカード）を
お持ちの方（同時申込可）・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 年

当ＪＡで自動車を購入された方・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 年

当JAで自動車共済に加入または　　　　　　　　　
今後加入していただける方・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 年  

当ＪＡでカードローン（約弁型）を
お持ちの方（同時申込可）・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 年

当JAで現在　　　　　　　　　　　　
ご融資を受けておられる方・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 年

「ＪＡとのお取引はこれから」というお客様もお気軽に！
ご利用には、組合員加入のための出資が必要となります。

ご融資金額は、
最高1000万円まで！

ご融資金期間は、
　　　最長10年まで！

最大で 年 軽減！1.0％

引下げ後最軽減金利
変動金利型

キャンペーン
基 準 金 利  年1.80％

期 間 平成27年2月2日（月）～4月30日（木）

（保証料別途）

検 索検 索JAいみず野

※コースは予定です。変更になる場合もございます。バスガイドは乗務致しませんが添乗員が同行致します。

貸切バスで行く
添乗員同行

日　程 行　　　　　　　　　程 食　事

４／ 18
（土）

　　　　　　貸切バス　　    　　　　　　　　　 「天下第一の桜」ピンク色にうっとり　　地産地消食材のバイキング・園内食べ放題いちご狩
ＪＡいみず野各地＝＝＝小杉 IC ＝＝【高速道】＝＝伊那 IC ＝＝高遠さくら祭り 2015 ／見学＝＝ファームレストラントマトの木／昼食といちご狩り…
6:30 ～ 7:00 頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11:00/12:00　　　　　　　　13:00 ～
　　　　園内にある地元野菜の直売所
……ＪＡ上伊那とれたて市場／お買い物＝＝伊那ＩＣ＝＝【高速道】＝＝小杉ＩＣ＝＝ＪＡいみず野
     　　　　　～ 15:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19:00 頃

朝：×

昼：○

夕：×

ＪＡいみず野日帰り特選企画

天下第一の桜「高遠コヒガンザクラ」
と信州いちご狩り

◆旅行実施日　平成 27年4月18日㈯
◆ご旅行代金　大人お一人様14,800円
◆募 集 人 員　45名様（最少催行人員 25名）

（イメージ）
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